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 私は昨年度、SPARC Japan のワーキンググループと、

国立大学図書館協会の学術情報委員会の小委員会に所

属し、オープンアクセスジャーナルに関する二つの調

査に関わりました。本日はその調査内容を報告します。 

 

調査の趣旨 
 特にここ 20 年ぐらいの間、外国雑誌の電子ジャー

ナルができて、その価格上昇、円安傾向、また最近は

課税の問題などもあり、大学図書館としてはお金の支

払いという課題が大きかったのですが、さらにオープ

ンアクセスという問題も出てきて、こちらの方にも注

意を払っていかなくてはいけない状況です。このよう

な背景から、二つの調査が行われました。APC につ

いては、今のところ日本語の定訳がなく、二つの報告

書でも別々の表現が使われています。本日は APC と

させていただきます。 

 その雑誌がオープンアクセスジャーナルかどうかは、

DOAJ（Directory of  Open Access Journals）に掲載され

ているかどうかを根拠に判断しています。7 月 7 日に

確認したところ、このデータベースには 9888 誌が掲

載されていました。 

 オープンアクセスジャーナルには五つの種類があり

ます。①完全無料型は、読む方も投稿する方も無料と

いうタイプです。②著者支払い・読者無料型は、著者

が APC を支払うというものです。③ハイブリッド型

は、雑誌全体としては通常の購読型ジャーナルで、著
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 講演要旨 

近年、雑誌数および論文投稿数ともに増加し続けるオープンアクセスジャーナルについて、大学図書館がいかに関わって行く

べきなのか、議論を深めるための前提として、国内における状況把握は急務である。その認識のもと、「国立大学図書館協会

学術情報委員会学術情報流通検討小委員会」「SPARC Japan オープンアクセスジャーナルへの投稿に関する調査ワーキンググ

ループ」それぞれが平成 25年度に実施した調査について、概要を紹介する。 
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者が APC を支払うことにより自分の論文をオープン

アクセスにすることができる選択肢が用意されている

ものです。それ以外に、④一定期間後に無料になるも

の、⑤電子版だけを無料で公開しているものがありま

す。 

 歴史的に最初のオープンアクセスジャーナルと言わ

れているのは、1994 年にフロリダ昆虫学会が出した

ものです（図 1）。当初は、大学や研究機関、学協会

から刊行されるものが多く、2000 年頃から徐々に出

ています。BMC（BioMed Central）社は 2000 年に設立

されています。 

 その後、PLOS などが刊行され、2007 年ごろには、

今多くのジャーナルを出している Bentham 社、

Hindawi 社が相次いで多数のジャーナルを創刊し、

2008 年には Springer 社が BMC を買収しています。こ

の辺から大手出版社のオープンアクセスジャーナルへ

の参入が始まりました。2010 年には Nature 社、2011

年には Springer 社の自社 OA ジャーナル数が購読ジャ

ーナル数を超えています。 

 APC の現状としては、まず、10 誌以上の雑誌を発

行している商業出版社の APC は比較的高めに設定さ

れており、平均的には 20 万円ぐらいです。また、学

協会、大学出版局による雑誌の APC は比較的低めに

設定されており、去年調べたときには平均 461 ドルで

した。それから、APC によるオープンアクセスジャ

ーナルは、生物医学系が大部分を占めています。また、

インパクトファクターが高いジャーナルの APC は高

めに設定されている傾向があります。 

 日本の OA ジャーナルに関する状況は、今のところ

組織的には捉えられておらず、昨年度、二つの組織が

調査を行いました。大学図書館にいると、電子ジャー

ナル関係の費用のことは大きな問題ですが、それがど

んどん大きくなっているという調査です。 

 

調査の概要 
 調査主体は、一つは SPARC Japan です。もう一つは、

学術情報資源の共同整備と相互利用の促進のために調

査研究を行う、GIF（Global ILL Framework）も担当し

ている国立大学図書館協会の学術情報委員会の下に結

成した学術情報流通検討小委員会です。 

 SPARC Japan のワーキンググループは、「オープン

アクセスジャーナルによる論文公表に関する調査」を

昨年度、実施しました（図 2）。 

 まず、APC の支払いが研究者の負担になってきて

います。海外では機関で APC を一括で支払う場合も

ありますが、日本ではそこまで取り組めている図書館

や大学はなかなかなく、機関負担モデルの検討は進ん

でいません。そこで、まずは実際に投稿する研究者の

方の考え方の傾向を知って、その上でどう接していく

のがいいのかを調べるために、主にアンケート調査と

インタビュー調査を行いました。 

 一方、国立大学図書館協会はもう少し引いた感じで、

学術論文全体がどういう傾向にあるのかという状況を、

APC が必要な OA ジャーナルだけでなく、無料 OA ジ

（図 1） 
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国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

１．調査の趣旨

３） OAジャーナルの歴史
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• 初期モデルは1994年フロリダ昆虫学会“Florida Entomologist ”ハイブリッドサー
ビス（？）

• 当初：多くは大学・研究機関や学協会から刊行
• 2000年代：OAジャーナル専門に刊行するオープンアクセス出版社の出現。
• 2000年、BioMed Central社 (BMC)設立
• 2003年、Public Library of Science社（PLOS）がPLOS Biology創刊
• 2006年、PLOS ONE創刊（オープンアクセスメガジャーナルへ）
• 2007～2008年：Bentham（ベンサム）社、Hindawi （ヒンダウィ）社。多数のOA

ジャーナル創刊
• 2008年：Springer社、BioMed Central買収
• 2010年前後：大手商業出版社のOAジャーナルへの参入が始まる。
• 2010年Nature社、2011年にはSpringer社：自社OAジャーナル数が購読ジャーナ

ル数を超える。

（図 2） 
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２．調査の概要

１） 調査主体

SPARC Japan

9

ＯＡジャーナルへの投稿に関する調査ワーキンググループ
報告書「オープンアクセスジャーナルによる論文公表に関する調査」

• 1論文あたりのAPCが高額なため、研究者への新たな負担となっている。
• 欧米ではAPCを機関で一括して支払うことでディスカウントされるというモデ

ルも出てきた。
• 日本においては機関負担モデルの検討が進んでいない。

1. 国内研究者のＯＡジャーナルへの投稿状況や考え方の傾向を知り、APC機関負
担モデルの可能性等についての評価を行なう。

2. これらの結果を関係者間で広く共有し、今後の対応を検討する。

 以下を目的として調査を行う。
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ャーナル、購読型の従来通りのジャーナルも含めて見

ながら、OA ジャーナルが占める位置を明らかにしよ

うという調査を行っています（図 3）。 

 

SPARC Japan の調査概要 
 SPARC Japan の調査の本調査は、実際に投稿される

先生方にアンケート調査を行うものと、調査を行った

大学の担当者にインタビューを行うものでしたが、ま

ずは、OA ジャーナルに論文をたくさん投稿している

大学を見極めるために、昨年の秋頃に予備調査を行い

ました。 

 DOAJ から APC 支払いが必要な OA ジャーナルの

857 誌の雑誌名を特定した上で、Elsevier 社の「Scopus」

を使ってその雑誌への投稿実態を調査しました。この

調査には SCREAL（学術図書館研究委員会）にもご協

力いただいています。そして、OA ジャーナルへの投

稿の上位 50 機関に、医学部以外で構成されている研

究大学を数大学加えました。OA ジャーナルは医学系

がとても多いので、それ以外の研究大学も加えて調査

を行うという呼び掛けを行い、44 大学に参加しても

らいました。 

 本調査のアンケートでは、研究者の方々にウェブサ

イトのアンケートフォームで答えていただきました。

その呼び掛けは大学図書館が行い、図書館の担当の方

や大学で研究支援を担当する部署、経理系の係の担当

者などへのインタビュー調査も数件行いました。アン

ケートの調査期間は 12 月 2 日～12 月 26 日で、分野

は自然科学系の領域です。 

 この調査における「APC によるオープンアクセス

ジャーナル」の定義としては、ハイブリッドジャーナ

ルなどは調査しにくいこともあり、調査対象から外し

ています。他に、「査読制である」「正式に掲載された

論文がオンラインで提供されている」「受理された論

文に対して投稿者に APC が請求される」「読者は無料

で読める」を定義としました。 

 

SPARC Japan アンケートの結果 
 回答してくれた大学および研究機関の一覧です（図

4）。国立大学が多いですが、公立大学、私立大学も含

めて、全体で 2,500 弱の回答を頂いています。立場と

しては教授、准教授、講師、助教と満遍なくお答えい

ただいており、年齢層は、回答者が多い順に 40 代、

30 代、50 代となっています（図 5）。APC は高いこと

（図 4） 
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３－１． SPARC Japanアンケートの結果

回答機関一覧

16

対象機関の選定方法：

１． 掲載されている全論文がAPC支払論文であるOAジャーナルのみ対象とする。
２-a．DOAJで“journals with Article Processing Charge”とされているタイトル＋DOAJから漏れているメガジャーナル等を補足
２-b ．上記a.のうち、本文が英語でかつSCOPUS（Elsevier）に採録されているもののみ抽出、SCOPUS上で著者の所属機関等を調査

8

岩手大学 久留米大学 東京大学 広島大学
愛媛大学 慶應義塾大学 東京農工大学 北海道大学
大阪大学 神戸大学 東京理科大学 三重大学
岡山大学 静岡大学 東邦大学 山口大学
帯広畜産大学 信州大学 東北大学 横浜国立大学
香川大学 千葉大学 徳島大学 横浜市立大学
鹿児島大学 筑波大学 鳥取大学 琉球大学
岐阜大学 電気通信大学 富山大学 早稲田大学
九州大学 東京医科歯科大学 名古屋大学 不明・その他
京都大学 東京工業大学 新潟大学
近畿大学 東京慈恵会医科大学 日本大学
熊本大学 東京女子医科大学 弘前大学 （50音順）

（図 3） 
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国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

２．調査の概要

１） 調査主体

国立大学図書館協会 学術情報委員会 学術情報流通検討小委員会

10

報告書「平成25年度調査報告：オープンアクセスジャーナルと学術論文刊行の現状 －
論文データベースによる調査－」

学問分野のうち、電子ジャーナルの比率が高く、論文生産数の多い自然科学系（STM）における論
文刊行状況を調査し、その中で次の諸点を示すことを目的とした。

① 分野別の論文刊行状況（論文数、経年的な傾向）を明らかにする。
② 分野別のOAジャーナル（APCを要するもの）への掲載状況（論文数、比率）を、APCを要しない

オープンアクセスジャーナルと購読型ジャーナルへの掲載状況と対比して明らかにする。
③ 上記の経年的な傾向をみる。
④ 国内における分野別の論文投稿傾向を、投稿先の雑誌種類（要APCのOA、APC不要のOA、購

読型）ごとに他国と対比して明らかにする。
⑤ 関連して、他国と対比して日本の論文発表数の状況や傾向を明らかにする。

（図 5） 
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国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

３－２． SPARC Japanアンケートの結果（回答者）

回答者の年齢層

度数 比率

20代 66 2.7%

30代 736 29.7%

40代 841 34.0%

50代 602 24.3%

60代 229 9.3%

70代以上 1 0.0%

合計 2,475 100.0%

17

度数 比率

教授 783 31.6%

准教授 652 26.3%

講師 216 8.7%

助教 700 28.3%

助手 43 1.7%

その他の研究職 65 2.6%

その他 16 0.6%

合計 2,475 100.0%

回答者の職位
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もあり、若い研究者の方はなかなか出せない現状もあ

るのか、若い方は少なめになっています。分野として

は、一番多いのが医学系、工学系です（図 6・図 7・

図 8・図 9）。 

 論文を投稿する雑誌を決める際の決定要因としては、

「分野における評価」がとても高く、「オープンアク

セスであること」は「とても重要である」「重要であ

る」を合わせても 18％と低い結果です（図 10）。一方、

投稿するオープンアクセスジャーナルを決める際の決

定要因については「オープンアクセスであること」が

「とても重要である」「重要である」を合わせると約

41％です。それでもやはり、「分野における評価」が

「とても重要である」という答えが多く出ています

（図 11）。 

 また、過去 1 年間にオープンアクセスジャーナルに

論文を発表しなかった理由として一番多いのは「高額

な APC」で、約 50％になっています（図 12）。その次

に、「分野における評価の低さ」という回答もありま

した。 

 最も最近論文が掲載された OA ジャーナルのタイト

ルとしては、最近ではオープンアクセスメガジャーナ

ルと呼ばれている「PLOS ONE」がやはり多く、かな

りの方が投稿されています（図 13）。それを出版社、

提供元別に見たものです（図 14）。 

 過去 1 年間の APC の支払い額の合計として一番多

かったのが、1,000 ドル以上 1,500 ドル未満（10 万～

15 万円程度）で、29％でした（図 15）。1,500 ドル未

満が半分以上を占めています。 

 APC の支払いの資金源として一番多かったのは、

科研費等の政府系機関の研究助成金で、その次が個人

研究費です（図 16）。また、学部や大学などの APC

補助で 6.9％が賄われています。 

（図 8） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－５． SPARC Japanアンケートの結果
（論文投稿数－オープンアクセスジャーナル）

20設問3. 過去1年間に発表した論文のうち、OAジャーナルに掲載された論文数を、概数で構
いませんのでお答えください。

医学 歯学 薬学 看護学 化学 物理学 生物学
地球惑星科学・

天文学 数学

度数 487 42 41 42 225 101 277 86 99
平均値 1.26 0.62 0.85 0.31 0.30 1.43 0.83 0.67 0.16
中央値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最頻値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最小値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最大値 25 5 5 2 10 100 8 7 2

1本以上の回答者の比率 45.4% 33.3% 48.8% 23.8% 16.9% 24.8% 48.0% 31.4% 12.1%

工学 情報学 総合生物 総合理工 農学 環境学 複合領域 人文社会科学 全体

度数 393 100 60 37 360 23 56 31 2475
平均値 0.61 0.75 1.13 0.84 0.78 0.48 0.95 0.35 0.79
中央値 0 0 1 0 0 0 0 0 0
最頻値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最小値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最大値 13 5 10 8 10 3 15 3 100

1本以上の回答者の比率 26.5% 38.0% 56.7% 35.1% 39.7% 26.1% 41.1% 22.6% 35.3%

（図 6） 
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国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

３－３． SPARC Japanアンケート結果（回答者の専門・所属分野）

分野別の回答者数
度数 比率

医学 487 19.7
工学 393 15.9
農学 360 14.5
生物学 277 11.2
化学 225 9.1
物理学 101 4.1
数学 99 4
情報学 100 4
地球惑星科学・天文学 86 3.5
総合生物 60 2.4
複合領域 56 2.3
歯学 42 1.7
薬学 41 1.7
看護学 42 1.7
総合理工 37 1.5
人文社会科学 31 1.3
環境学 23 0.9
不明 15 0.6

2,475 100

医学, 19.7

工学, 15.9

農学, 14.5

生物学, 11.2

化学, 9.1

物理学, 4.1

数学, 4

情報学, 4

医学

工学

農学

生物学

化学

物理学

数学

情報学

地球惑星科学・天文学

総合生物

複合領域

歯学

薬学

看護学

総合理工

人文社会科学

環境学

％
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（図 7） 
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SPARC Japan

３－４． SPARC Japanアンケート結果（論文投稿数－学術雑誌全般）

19設問1. 過去3年間で，学術雑誌（オープンアクセスジャーナルを含む査読制の雑誌）に掲載
された論文数を概数で構いませんのでお答えください。（ＯＡのみならず購読誌も含む）

医学 歯学 薬学 看護学 化学 物理学 生物学
地球惑星科
学・天文学 数学

度数 487 42 41 42 225 101 277 86 99
平均値 9.58 6.36 8.56 4.00 11.14 13.55 6.91 7.30 4.81
中央値 5.00 2.50 6.00 2.00 10.00 10.00 5.00 5.00 3.00

最頻値 1 1 3 0 0 3 1 5 3
最小値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最大値 170 50 30 25 90 100 45 45 40

工学 情報学 総合生物 総合理工 農学 環境学 複合領域 人文社会科学 全体

度数 393 100 60 37 360 23 56 31 2475
平均値 11.38 7.49 6.08 11.84 8.59 9.26 6.66 5.68 9.00
中央値 7.00 4.00 4.00 7.00 6.00 7.00 5.00 3.00 5.00

最頻値 10 0 1 0 0 0 3 1 0
最小値 0 0 0 0 0 0 0 0 0
最大値 200 200 50 70 180 37 30 50 200

（図 9） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－６． SPARC Japanアンケートの結果
（オープンアクセスジャーナルへの論文発表経験～回答者
の分野別）
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41.1%
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35.1%
33.3%

31.4%
26.5%
26.1%

24.8%
23.8%

22.6%
16.9%

12.1%
35.3%

13.3%
12.2%

12.3%
8.6%

12.5%
14.7%

15.0%
13.5%
16.7%

9.3%
10.7%

8.7%
8.9%

9.5%
19.4%

8.4%
14.1%

11.4%

30.0%
39.0%
39.7%

46.0%
46.4%
45.6%

47.0%
51.4%
50.0%

59.3%
62.8%

65.2%
66.3%
66.7%

58.1%
74.7%
73.7%

53.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総合生物

薬学

生物学

医学

複合領域

農学

情報学

総合理工

歯学

地球惑星科学・天文学

工学

環境学

物理学

看護学

人文社会科学

化学

数学

合計

過去1年間にOA誌に論文掲載 過去にOA誌に論文掲載 OA誌への掲載なし 21

設問a4-1. これまでにオープンアクセスジャーナルに論文を発表したことがありますか？
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オープンアクセスジャーナルに関する 
平成 25 年度実施の 2 調査概要 

 アンケートの最後には、自由記述で意見を書いてい

ただきました（図 17）。比較的回答の多かった医学系

と工学系を比べると、OA ジャーナルが多い医学系で

は、51％が肯定的意見、23％が否定的意見として書か

れていました。工学系の方は肯定的意見が 37％と医

学系より低いです。工学系はかなりばらばらな意見に

なっていて、医学系は比較的肯定的な意見が多かった

ような気がします。 

 医学系の回答の中で一番多かったのは、「誰もがど

こからでもアクセスできる点を評価する」という意見

でした。それでもやはり「APC が高すぎる」という

意見もたくさん出ていました。また、「OA ジャーナ

ルの普及で質の低い論文までもが公表されるようにな

った」「OA ジャーナル自体の評価がまだ定まらず投

稿をためらう」といった懐疑的な意見も結構ありまし

た。 

 工学系でもやはり「APC が高すぎる」が一番多く

見受けられました。「あまり評価しない」「評価がまだ

定まらず判断しがたい」というように、少し様子を見

ているような方もたくさんいるという結果になってい

ます。 

 

SPARC Japan アンケート結果のまとめ 
 まず、OA ジャーナルの論文発表率は分野によって

差が大きく、医学系はたくさん出していますが、そう

ではない分野もありました（図 18）。意識的な結果と

して、OA ジャーナルであることはあまり重要視され

ておらず、分野における評価や、その雑誌の対象範囲

と自分の投稿する論文が合致していること、適切な査

読が提供されているなど、従来からある決定要因にた

またま適合する OA ジャーナルに投稿しているという

傾向があるのではないかと思われます。 

（図 13） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－１０． SPARC Japanアンケートの結果

（論文掲載誌－オープンアクセスジャーナルのタイトル）
度数 比率 累積比率

PLOS ONE 246 28.4% 28.4%
Scientific Reports 42 4.9% 33.3%
Optics Express 12 1.4% 34.7%
Molecules 10 1.2% 35.8%
Journal of Veterinary Medical Science 9 1.0% 36.9%
Nature Communications 8 0.9% 37.8%
New Journal of Physics 7 0.8% 38.6%
American Journal of Plant Sciences 6 0.7% 39.3%
Nucleic Acids Research 6 0.7% 40.0%
AIP Advances 5 0.6% 40.6%
Biology Open 5 0.6% 41.2%
BMC Genomics 4 0.5% 41.6%
FEBS Open Bio 4 0.5% 42.1%
Sensors 4 0.5% 42.5%
Springerplus 4 0.5% 43.0%
その他 493 57.0% 100.0%
全体 865 100.0% 25

設問A4-1. もっとも最近に論文が掲載されたOAジャーナルのタイトル名

（図 11） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－８． SPARC Japanアンケートの結果

（投稿するオープンアクセスジャーナルを決める際の決定要因）
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34%

27%
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25%
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12%
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55%
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55%
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16%
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21%

2%

1%

1%

1%

3%

4%

9%

4%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

分野における評価

雑誌の対象範囲と論文の合致

インパクトファクター

適切な査読の提供

読者数の多さ（読者層の広がり）

投稿から刊行までの速さ

業績評価・昇進審査への影響

論文処理費用が安価

オープンアクセスであること

採択（受理）率の高さ

同僚からの薦め

とても重要である 重要である どちらとも言えない あまり重要でない まったく重要でない

23
設問A4-4. 投稿するオープンアクセスジャーナルを決める際に、提示した要素をどの程度考
慮されますか。

（図 10） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－７． SPARC Japanアンケートの結果（論文投稿の
決定要因）
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分野における評価

雑誌の対象範囲と論文の合致

適切な査読の提供

読者数の多さ

業績評価・昇進審査への影響

インパクトファクター

投稿から刊行までの速さ

掲載費用が安価

採択（受理）率の高さ

オープンアクセスであること

同僚からの薦め

とても重要である 重要である どちらとも言えない あまり重要でない まったく重要でない
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設問2.投稿する学術雑誌を決める際に、提示の要素をどの程度考慮されますか。

（図 12） 

47.8%

39.0%

28.2%

26.9%

25.3%

24.2%

17.7%

16.6%

13.4%

12.0%

6.3%

高額な掲載費用

分野における評価の低さ

インパクトファクター

適切な査読への懸念

OAに対する疑問

雑誌の対象範囲と論文との不一致

OAジャーナルの不在

読者数の少なさ（読者層の狭さ）

業績評価への低影響

その他

採択（受理）率の高さ

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－９． SPARC Japanアンケートの結果

（オープンアクセスジャーナルに論文を発表しなかった理由）

理由の
半数近くが、高額な掲載費用
次に「評価」

24

設問a4-2. 過去1年間にオープンアクセスジャーナルにご自身の論文を発表しなかった理由
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オープンアクセスジャーナルに関する 
平成 25 年度実施の 2 調査概要 

 何度も言うように、APC が高すぎるという問題が

あるので、国あるいは大学レベルでの補助をしてほし

いという意見も数多く見られました。 

 

SPARC Japan インタビューのまとめ 
 大学図書館においては、APC をめぐる問題自体は

認知されていて、大学や設置母体によって違いはある

ものの、研究者にも APC に対する認知は浸透しつつ

あると図書館の人間は認識しています（図 18）。ただ、

多くの大学図書館ではまだまだ関与するところまでは

行っておらず、支払いの実態を把握しようという動き

もほとんどないのが現状です。 

 また、大学としてのオープンアクセスポリシーを持

っている機関は日本国内ではあまりなく、今後 OA ジ

ャーナルを含む学術情報リソースの確保と研究発信力

の強化をどのように位置付けるかが大きな課題として

認識されているということが、インタビューの結果か

ら分かりました。 

 

SPARC Japan の提案 
 一つは、従来からの購読契約だけでなく、APC の

支払い額を含めた雑誌全体としての支出額を総合的に

把握していく必要があるということです。また、関係

者はもう少し検討を進めていくことが必要です。具体

的には、電子ジャーナルの購読の確保です。これは従

来苦労してやってきましたし、今も苦労してやってい

ますが、今後も継続するということです。それから、

機関リポジトリによる自大学の研究者の方の研究成果

の発表支援も続けつつ、研究者が APC を負担する

OA ジャーナルも視野に入れていくべきではないかと

いうことを提案しています。 

 個人的感想ですが、購読雑誌を調整しているように、

（図 17） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

３－１４． SPARC Japanアンケートの結果

オープンアクセスジャーナルおよび成果公表一般についての意見（自由記述）

分野名 記入件数

医学 202
農学 167
工学 142
生物学 140
化学 98
物理学 43
数学 39
情報学 38
地球惑星科学 31
総合生物 29
複合領域 29
薬学 18
総合理工 16
看護学 11
環境学 10
歯学 10
社会科学 10
天文学 4
不明 3

医学分野 度数 分野内比率

肯定的意見 103 51%

中立的意見 53 26%

否定的意見 46 23%
総合計 202

（意見の傾向）

29

工学分野 度数 分野内比率

肯定的意見 53 37%

中立的意見 21 15%

否定的意見 50 35%
OAへの意見では
ない意見

18 13%

総合計 142

（図 16） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－１３． SPARC Japanアンケートの結果

（論文処理費用（ＡＰＣ）支払いの資金源）

40.3%

31.5%

15.0%

7.8%

7.2%

6.9%

6.9%

4.1%

2.7%

科研費等の政府系機関の研究助成金

個人研究費

不明

その他

学内の競争的資金

学部や大学などの論文掲載料補助

私費

民間財団の助成金

民間企業の助成金

28設問A4-3. 過去1年間に，オープンアクセスジャーナルへの投稿・掲載にあたって、あなた
自身が支払った論文処理費用の資金の出所

（図 15） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－１２．
論文処理費用（ＡＰＣ）支払いの合計金額）

（3000円以下の回答は勘違いによる可能性が高いため除外）

（円）

平均値 166,433（約$1,664）
中央値 135,000（約$1,350）
最頻値 100,000（約$1,000 ）

27

設問A4-2. 過去1年間に、OAジャーナルへの投稿・掲載にあたって，あなた自身が支払った
論文処理費用の合計金額（円）を概数で、1ドル＝100円換算でお答えください（共著者が支
払った分は除く）。

500未満, 
55, 10%

500以上

1000未満, 
94, 18%

1000以上

1500未満, 
149, 29%1500以上

2000未満, 
73, 14%

2000以上

2500未満, 
45, 9%

2500以上

3000未満, 
18, 3%

回答者数，パーセント

支払額（＄） 回答者数 ％

500未満 55 10%
500以上1,000未満 94 18%

1,000以上1,500未満 149 29%
1,500以上2,000未満 73 14%
2,000以上2,500未満 45

29%

2,500以上3,000未満 18
3,000以上3,500未満 43
3,500以上4,000未満 9
4,000以上4,500未満 11
5,000以上5,500未満 10
6,000以上 15

（オープンアクセスジャーナルへの

（図 14） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

SPARC Japan

３－１１． SPARC Japanアンケートの結果

（論文掲載誌－オープンアクセスジャーナルの出版社・プラットフォーム）

出版社等 頻度 比率 累積比率
PLOS 253 29.2% 29.2%
BioMed Central 67 7.7% 37.0%
J-STAGE 63 7.3% 44.3%
Nature Publishing Group 57 6.6% 50.9%
Hindawi 53 6.1% 57.0%
MDPI 38 4.4% 61.4%
Springer 34 3.9% 65.3%
Scientific Research 31 3.6% 68.9%
Elsevier 25 2.9% 71.8%
Wiley 21 2.4% 74.2%
Frontiers Media 14 1.6% 75.8%
Optical Society of America (OSA) 14 1.6% 77.5%
IOP 12 1.4% 78.8%
Oxford 10 1.2% 80.0%
AIP 8 0.9% 80.9%
OMICS Publishing Group 8 0.9% 81.8%
富士技術出版 8 0.9% 82.8%

出版社等 頻度 比率 累積比率
Copernicus Publications 6 0.7% 83.5%
The Company of Biologists 6 0.7% 84.2%
Dove Medical Press 5 0.6% 84.7%
Karger 5 0.6% 85.3%
Academic Journals 4 0.5% 85.8%
IEEE 4 0.5% 86.2%
InTech 4 0.5% 86.7%
その他 115 13.3% 100.0%
合計 865 100.0%

26設問A4-1. もっとも最近に論文が掲載されたOAジャーナルのタイトル名（出版社・プラット
フォームで集計）
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オープンアクセスジャーナルに関する 
平成 25 年度実施の 2 調査概要 

APC に関してもそういったことをどこかで誰かがし

ないと大変になっていくのではないかと思います。機

関負担モデルを導入するなど、できるだけ安くする方

法も今後考えていかなければいけないだろうと思いま

す。 

 

学術情報流通検討小委員会の調査概要 
 学術情報流通検討小委員会は、OA ジャーナルだけ

でなく、購読誌も含めた雑誌論文の投稿数などを調べ

ました（図 19）。トムソン・ロイター社の Web of  

Science の SCIE（Science Citation Index Ex-panded）のデ

ータベースを基に調査を進め、OA ジャーナルかどう

かを見極めるために、DOAJ をリストとして使ってい

ます。こちらもハイブリッド等は排除して考えており、

また Web of  Science の収載基準が結構高いため、その

辺の漏れがあることを認識しつつ、大きな傾向をつか

む調査をしました。 

 まずは、トムソンから Web of  Science の SCIE のデ

ータベースをリストとしてエクセルファイルでもらい、

DOAJ から CSV で書誌情報、メタデータを抜き出し、

それを ISSN をキーにして突き合わせて、OA である

かどうかや分野の判断を行い、調査のベースにしてい

ます（図 20）。 

 こちらの調査では、Web of  Science で 2003 年から 3

年おきに 2012 年まで、計 10 年間における論文の投稿

数の遷移を見ています。Web of  Science の分野が WC、

研究分野の区分が SU というタグでくくられています。

WC は 250 種類で、一つの雑誌に複数付いている分野

のタグです。SU は 150 種類で、論文に付いているも

のですが、研究分野の分野分けは WC の分野を採用し

て調査を行っています。 

 

（図 21） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

Ⅰ．基本検索
①検索対象年における担当分野すべての論文数（ＯＡに限らない。購読誌もすべて）

●検索ルール
・出版年（PY）＝2012年、2009年、2006年、2003年・・・各年単位。
・ドキュメントタイプ＝Article
・タイムスパン：下段「期間」を 2000～2012と指定
・引用データベース＝Science Citation Index Expanded (SCI-EXPANDED)

●絞り込みルール
1)Web of Science の分野（WC）＝担当分野
2)国別の関与度を出すため、国/地域別の抽出（JAPAN)

42

４ー２．学術情報流通検討小委員会調査の検索手順

（図 19） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

４ー１．学術情報流通検討小委員会の調査結果

●従来からの（読むことが有償な）購読型ジャーナルとの対比に重点お
く。

論文数と雑誌タイトル数の遷移や、諸外国と比較した日本の著者の投
稿状況などを数値調査。

検索対象は、Web of Science SCIE（Science Citation Index Expanded）収載
誌に限り、かつDirectory of Open Access Journals(DOAJ)から公開メタデー
タを取得し、DOAJ掲載誌をOAジャーナルとした。

38

• DOAJ非掲載は購読誌と判断されている可能性がある。
• ハイブリッド型、一定期間後無料公開型はOAジャーナルととらえず、購読型に入れている。

など、不完全な点があることは承知のうえで、大きな傾向を掴むこととした。

なお、Web of Science収載誌リストは、トムソン・ロイター社から提供いただいた。

Web of Scienceの収載基準を満たさないジャーナルは調査出来ていない。

（図 18） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー

３－１５． SPARC Japanアンケート結果のまとめ

33

• OAジャーナルでの論文発表率については，分野による差
が大きい。

• 論文の投稿先を選ぶ際に「オープンアクセスであること」は
あまり重視されておらず，「分野における評価」，「雑誌の対
象範囲と（投稿する）論文の合致」， 「適切な査読の提供」等
の従来からの決定要因に適合するOAジャーナルの出現
が，OAジャーナルでの掲載論文数の増加を駆動している可
能性がある。

• OAジャーナルに論文を発表しない理由として，回答者の約
半数（47.8％）が「高額な掲載費用」を上げ，自由意見にお

いて「国あるいは大学レベルでの補助」を求める回答が多
かった。

意
識
調
査

機
関
負
担
モ
デ
ル

状
況

（図 20） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要
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４ー１．学術情報流通検討小委員会の調査結果

Web of ScienceとDOAJの突合せは、ISSNをキーに実施。

39

・DOAJデータを２種類に分類。
①"Publication fee：Yes"を要APCタイプ
②それ以外の“Publication fee ”（No, Conditional, Information missingなど）
はAPC不要タイプ
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オープンアクセスジャーナルに関する 
平成 25 年度実施の 2 調査概要 

学術情報流通検討小委員会調査の検索手順 
 小委員会では 6 人で担当を分担しており、私はマテ

リアルの調査をしています。12 個ほどある分野を、

マテリアルとして一つにくくっています。 

 実際の検索方法としては、Web of  Science の詳細検

索で出版年を指定して、ドキュメントタイプはアーテ

ィクルでくくるなど、6 人全員で条件を統一していま

す（図 21）。そして、それぞれが担当分野に分けるよ

うにしています。 

 私が担当したマテリアルだと、最初に出版年が

2012 年ということを入れて、WC の分野を「OR」で

つないで、全部ひっくるめて検索します。この段階で

は OA ジャーナルや購読ジャーナルなどは関係なく、

この分野で 2012 年に発表されたものが全部ひっかか

ってきます。それを Web of  Science 上の絞り込み検索

で見ます。そうすると収録雑誌が分かります。そして、

マテリアルの分野で投稿数が多かった国を絞り込みま

す。上位 5 カ国に日本が入っていなければ上位 5 カ国

プラス日本、日本が入っていれば日本と日本以外の 4

カ国を調べています。これを同じように 2012 年でや

って、9 年、6 年、3 年と年代別にも調査をしていま

す。その辺が分かってくると、今度は OA に掲載され

ている論文の検索を限定して行います。Web of  Sci-

ence のデータと DOAJ のデータを ISSN で突き合わせ

た後、オープンアクセスジャーナルの ISSN で検索を

していきます。手元にエクセルの状態で表を持ち、担

当分野の雑誌の ISSN を使って Web of  Science に検索

式を入れます。APC が必要な雑誌かどうかは DOAJ

のデータから分かるので、それを調べて、今度は

APC が要らないものという調査をし、残ったものが

購読誌という判定をして調査を行いました。 

 

学術情報流通検討小委員会調査結果のまとめ 
 まず、学術ジャーナル数、学術論文数、共に増大し

続けています（図 22）。調査前には、オープンアクセ

スが増えているのだから購読誌が減っているのではな

いかという予測もあったのですが、増加傾向の率に違

いはあるにしても、両方増えていました。ただ、オー

プンアクセスジャーナルの掲載論文は、2012 年時点

の比率を見ると、分野によって異なるものの、大きく

ても 9％前後、小さい場合は 3％に達しておらず、全

体的に見るとまだそれほど高くありません。 

 しかし、ここ数年で数が非常に増えているので、今

（図 24） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー
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４ー３．学術情報流通検討小委員会調査結果のまとめ

国別にみた結果

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2003 2006 2009 2012

中国

アメリカ

韓国

日本

ドイツ

マテリアル分野に限った全（購読誌、OA含む）論文

（図 22） 
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１）学術ジャーナル数、学術論文数は、分野やジャーナルの区分（購読、オープン
アクセス）を問わずに増大し続けている。
→ OAジャーナルが増えたと言って購読誌が減った訳ではない。

２）ＯＡジャーナル掲載論文は、現時点ではなお小さいが、多くの分野で増大してい
る。
今後の予測が難しいので、注視する必要がある。
(1) 現時点（2012年時点）の比率は、分野により異なるが、大きくても9％前後、

小さい分野では3%に達していない。APCを要するジャーナルの論文の比率
は、高い分野でも論文全体の6%台であり、低い分野では1%にも満たない。

(2)他方、オープンアクセスジャーナル、特にAPCを要するジャーナルの論文数が
論文全体に占める比率は、分野毎に異なるが増大している。

３）それでも、購読紙の規模は依然、巨大なシェア。購読費の悩みはしばらく続く。
分野により差があるが2012年時点で論文全体の92%～97％を占めている。

４ー３．学術情報流通検討小委員会調査結果のまとめ

（図 23） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要

国立情報学研究所 SPARC Japan
2014年第1回セミナー
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４ー３．学術情報流通検討小委員会調査結果のまとめ

国別にみた結果

【個人的感想】

あまり、論文本数の多さ
だけに注目しすぎるのも
良くないのかも？
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オープンアクセスジャーナルに関する 
平成 25 年度実施の 2 調査概要 

後もっと増えていく可能性もあると予測され、注意を

払わなければなりません。それでも、購読誌の規模は

依然論文全体の 90％を超えているので、大学図書館

としては、購読費の悩みはしばらく続いていくと思わ

れます。 

 また、国別に見た結果も出しています。この 10 年

間の傾向としては、アメリカ、ドイツ、イギリスは若

干伸びています。そして中国が異常に伸びています。

相対的に見ると中国の伸び率がすごいことが分かりま

す（図 23・24）。これは調査の途中段階で作ったグラ

フですが、概ねこのような傾向です。 

 この中で気になるのが日本の状況です。日本は伸び

率が 0.98 倍ということで、減少傾向にあります。こ

れが、調査の主目的ではなかったのですが、気になる

点として挙がっています。 

 ただ、個人的感想になりますが、あまり良くない論

文がたくさん増えてきているだけかもしれないので、

論文数だけに注目するのもどうなのかと思いました。 

 

学術情報流通検討小委員会の提案 
 小委員会からは提案を三つ挙げています。 

 一つ目は、大学図書館としては、購読ジャーナルの

購読モデルや価格について、特に大手出版社との交

渉・協議に今までも力を割いてきましたが、やはり今

後もしばらくこれを続けなければならないということ

です。それに伴って、学内での購読体制の整備、見直

しを行う。京都大学もここ数年、かなり力を入れて学

内の体制を検討しています。二つ目に、OA ジャーナ

ルの比率は低いものの、伸び率が大きいので、今後注

意を払っていくということです。三つ目は、定期的に

状況把握に努める必要があるだろうということです。 

 URL で二つの報告書を公表していますので、参考

になさってください（図 25）。 

 

 

●Q1 図 24 のグラフは、9 分野合算の論文数という

意味ですか。 

 

●井上 そうです。 

 

●Q1 グラフの単位も後でどこかのウェブに書いて

いただければうれしいです。また、せっかく調査して

いただいたようですので、OA がどれぐらいなのかも

知りたいです。 

（図 25） 

オープンアクセスジャーナルに関する平成25年度実施の２調査概要
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■学術情報委員会学術情報流通検討小委員会平成25年度調査報告
「オープンアクセスジャーナルと学術論文刊行の現状－論文データベースによる調
査－（平成26年3月）」

国立大学図書館協会（ http://www.janul.jp/ ）
・メインメニュー → 委員会 → 学術情報委員会

http://www.janul.jp/j/projects/si/gkjhoukoku201406a.pdf

■SPARC Japan OA(オープンアクセス)ジャーナルへの投稿に関する調査ワーキング
グループ
「オープンアクセスジャーナルによる論文公表に関する調査（平成26年5月）」

SPARC Japan 国際学術情報流通基盤整備事業（ http://www.nii.ac.jp/sparc/ ）
・事業について → OAJへの投稿調査 → 結果の公表

http://www.nii.ac.jp/sparc/apc/index.html
http://www.nii.ac.jp/sparc/publications/report/pdf/apc_wg_report.pdf

報告書
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